












曜日 時　間 ロ ビ ー 開　放

 9：30～10：30
10：50～11：50
10：00～11：30
13：00～14：30

火 ２ １６ 13：00～14：30 サ ー ク ル 開　放

３ １０ １７ 13：00～14：30 入 浴 ( お 風 呂 ） 利用可

３ １０ １７ ３１
←第５  ８月２回のため

　13：00～14：00
図 書 室 利用可

金 ５ １２ １９ 13：00～14：30

土 １３ ２０ 13：30～14：45

木 １１ ２５ 10：00～12：00 囲 碁 ・ 将 棋

月 １ ８ ２２ ３回 13：00～14：00 卓 球 開　放

２ ９ １６ 10：00～12：00 飲 食
１階の

ロビーのみ可

２ ９ １６ 13：00～14：30

水 ３ １０ １７ 13：00～15：00

金 ５ １２ １９ 10：00～12：00

カラオケ講座 今月の課題曲

男性 北川　裕二
女性 井上　由美子

２階のだんらん室の利用が
ない日は開放（飲食可）

16：30迄

なみだぐせ 歌手
ふられてあげる 歌手

開　放
16：30迄

申
込
制
講
座

フ ラ ダ ン ス ←第２・３

カ ラ オ ケ

機能回復訓練室
（マッサージ機・

運動器具・血圧計）

自
由
参
加
講
座

健 身 操

詩 吟
火

舞 踊

社 交 ダ ン ス

民 謡

定 員 制 講 座
申 込 制 講 座
自 由 参 加 講 座

開　講
健 康 ヨ ガ Ｂ
水 彩 画 Ａ

１ ２２ ←第４
水 彩 画 Ｂ

講　座　名 講　座　日

定
員
制
講
座

健 康 ヨ ガ Ａ

月
８ ２２ ２９ ←第５

絵 手 紙

茶 道
水

骨 盤 体 操

書 道

開 放 状 況

※急遽予定が変更になることもございます。あらかじめご了承下さい。

自由参加講座は回数制限はありませんので、ご自身の体調等により

ご参加ください。健身操は第５週への振替はありません。

7 月 講 座 予 定 表

発行 指定管理者

社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会

札幌市厚別老人福祉センター
〒004-0051 札幌市厚別区厚別中央

１条７丁目１７－２５

TEL ８９２－２２１１

9：00～11：45

13：00～15：45

7月の休館日 15日（月）海の日

2024年（令和6年）7月センターだより

7月の卓球利用日

おあしす7月号

第1回 健康セミナーのお知らせ

●内 容 「見える事の大切さ

白内障・緑内障・黄斑変性症について」

●日 時 ７/１１（木）13：3０～14：15（予定）

●会 場 1階大広間

●定 員 ３０名程度（先着順にて受付）

●講 師 札幌徳洲会病院

視能訓練士 副主任 吉安 謙太 氏

●協 力 新さっぽろ町内会

●申 込 センター受付またはお電話にてのお申込み

日曜日も月2回程度開放してます。

土・日曜日は隔週（2回程度）

となります。

利用日はセンターだよりや掲示物

をご覧ください。

火 2 9 16 23 30

金 5 12 19 26

土 6 27

日 14 21



感染予防対策として混雑緩和のため人数制限を

設け、当日整理券を配布します。

利用日は月・水・金の週3日
※祝日等で閉館となる場合は、同じ週の

火・木の開館日を浴室利用日とします。

※詳細は入浴カレンダーをご覧ください。

料金 ２００円

1時間毎の入れ替え制です。

①１３：００～１３：４０

男性６名 女性６名

②１４：００～１４：４０

男性６名 女性６名

③１５：００～１５：４０

男性６名 女性６名

１３：４０～１４：００

１４：４０～１５：００は

消毒・換気を行います。

終了次第ご案内します。

入浴（お風呂）について

入浴カレンダー

老人福祉センターご利用の皆様へ【お願い】

●体調が悪い場合や発熱がある時は、センターを利用しない

平熱を超える発熱や、だるさや疲れやすいなど普段と違う場合、咳や

のどの痛み、同居家族に体調不良の方がいる時は様子をみましょう。

●高齢者施設のため、マスクの着用をお願いしております

●手指消毒や手洗い（活動前、活動後、トイレ使用後）

石鹼で手洗いをして、こまめに手指消毒をしましょう。

入館方法について

高齢者施設のため、マスクの着用を

お願いしております

①入館受付

②靴をシューズロッカーに

入れて鍵をかける

登録証

（カード）
登録証を提示して

入館受付表に記入

入浴日〇

検温器と消毒液を設置しておりますので、

ご利用ください。

36.0℃

こちらをスマートフォンなどで

読み取ると厚別老人福祉センター

のHPを見ることができます

登録証

（カード）

利用登録証提示のお願い

老人福祉センターに入館する際には
毎回利用登録証をご提示下さい。
不審者の侵入防止、入館資格有無の
確認の為に必要です。
また、万が一の事故・急病の際に
重要となります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

運動をした後や汗をかいた時は、のどがかわいて

なくてもこまめに水分補給をしましょう！

1階・2階にある給茶機もご利用ください。

（1階は冷たいお水もでます。コップは持参ください）
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4SITBand"と札幌国際情報高校吹奏楽部
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お求めは…篭謹蕊調鍵鏡毒鰹鮮一 埋覗駒ﾂ昨 ゞﾖﾏｺｰド｡2""”
道新プレイガイド

札幌市民交流プラザチケットセンター

画どちらも0570-OO-3871

主催'客"Band|"札幌国際惜報高校吹奏楽部後援会共催′1s"β"d"･札幌国際憎報高校吹奏楽部OB会後援国連UNHCR協会・札幌市・札幌市教育委員会･HBC･STV･UHB
主管'5"Band"･札幌国際情報高校吹奏楽部

乳幼児や児童の入場も可能です力《座席を使用される場合は、チケットをお求め下さい。

お問い合わせはメールでお願いします。sitband｡c+32@gmail｡com電話･FAXはご遠慮ください。

蕊-諦情柵…………：
渉署

チケット絶賛販売中！
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r新生｣もみじ台中学校の教育課程について

教務部細川豪

5月9日に実施いたしました学校教育説明会では､御多用な中にも関わらず､多くの保護者の皆様に御参会を
いただきました｡学校だより第3号て、は､説明会て、の話を基に､具体的な内容の要点をお伝えいたします｡また､説

明会の資料につきましては､ホームページに掲載していますのて櫛確認ください。
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学校運営の重点

｢開校50周年の歴史を受け継ぎ､未来に向けて持続可能な教育活動の推進」
～子と、もが主体の学びを推進し､家庭･地域との関わりを通して生きる力を育む～
｜学ぶ力の育成2豊かな,心の育成3健やかな体の育成4札幌らしい特色ある学校教育

5信頼される学校の創造6コミュニティ･スクールを見据えた地域連携の推進7働き方改革の推進

札幌市学校教育

（|)札幌市の学校教育の基盤~人間尊重の教育～
子ども一人一人が｢自分が大切にされている｣と実感できるように。

(2)札幌市学校教育すべての教育活動を貫く重点～r子どもの声を聴く｣～
日常的な相談活動を通して､多様な個の思いや悩みに寄り添う姿勢を大切にする。

(3)さっぼろ子自治的な活動～さつぼろっ子宣言｢ﾌﾟﾗｽのまほう｣～
主体的な活動を推進していくことて霧､学びや成長を実感し､その過程や経験に誇りをもてるように。

(4)札幌市教育の子ども観教育観~さつぼろっ子｢学び｣のススメの活用～
「まほうのかいわ｣で習慣づくりを､学校も､家庭も

もみじ台中学校の教育課程
上記の学校教育目標､学校運営の重点､札幌市学校教育､令和5年度の教育課程を参考に､学習指導要領

（平成29年告示)に基づき編成しました。

｜ 日課

朝読書を8時40分から毎日行うようにしています｡(札幌らしい特色ある学校教育）

2週あたりの授業時数

週あたり29時間の授業(基本は金曜日のみ5時間日課)を行います｡全学年数学､ 1 ･3年英語は､TT(ティーム
ティーチング)を行っています。

国社数理音美保体技･家英（9教科）
特別の教科道徳､学活､もみじの時間(総合的な学習の時間）

3学習評価

令和3年度から､「知識･技能」「思考･判断･表現｣『主体的に学習に取り組む態度｣の3観点で評価していま

す｡3観点をそれぞれA､B､Cで詔面し､3観点の詔面を総括して5段階の評定とし､家庭に通知表て、お知らせしま
す｡詳しくは､先日HP上に保護者限定て、公開した｢もみじ台中学校の評価評定【令和6年度版】」を御参照くだ
さい。



4各観点の見取りの例

（ | ）知識･技能
ペーパーテストの他､教科により、「文章による説明」｢観察･実験｣「式やグラフで表現｣など､実際に知識や技

能を用いる場面を設定して評価します｡重要語句を暗記し､テストて幕それを書くことがて・きればよいというわけで

はありません。

（2）思考･判断･表現
ペーパーテストの他､論述やレポートの作成､発表､グループでの話合い､作品の制作や表現等の多様な活動

を見取り､評価します｡難解な問題(いわゆる応用問題)が解ければよいというわけて雫はありません。
（3）主体的に学習に取り組む態度
ノートやレポート等における記述内容､授業中の発言内容､自己評価や相互評価等の状況などを見取り､総合

的に評価します｡て鰺すから､次のような｢先生の話をしっかり聞いている｡」「たくさん発言をしている｡」「提出物を

期限までに出せた｡」「板書を丁寧にとっているc」「授業の振り返りを毎回書いている｡｣等を見取るものて．はあり

ません。

5学習評価の家庭への通知（もみじ台中学校の評価評定【令和6年度版】参照）
前期･後期の2期制になります｡定期テストは今年度より廃止しました。

6定期テスト廃止

（|）評価･評定を目的とすることを重視したテストから､生徒が主体的に学びの成果と課題を実感し､自らの目

標を設定することを重視したテストへの転換

(2)主体的･対話的て籍深い学びの実現に向けた､望ましい学習習慣の定着

(3)生徒の負担軽減と､より一層の時間の効果的な活用

7評価から評定への考え方

前期に通知した評価は､その後の取組により､資質･能力の向上が見られた場合､上方に修正します｡したがっ

て､「前期の評定が低かったのて穣､後期にどんなに努力しても前期の影響て評定が上がることはない｣というわ

けて識はありません｡努力を認め､資質･能力の向上を見取り､それを適切に反映いたします。

8学校評価

本校の教育活動の成果や課題を明らかにすることを目的に､「7月中間」「'2月後期｣の計2回､「生徒｣「保

護者」「職員｣に分けて､アンケートを実施します。

アンケート結果を分析し､本校の教育活動の改善を進めるとともに､その過程を保護者や地域社会に説明し、

開かれた学校づくりを進めます。

中間の結果→後期の学校運営に活用 後期の結果→来年度の学校運営に活用

9生徒支援

子どもの｢困り｣に寄り添う支援を行います。

◇教育相談の充実

年2回､事前に教育相談に関するアンケートをとり､担任が話を聴く機会を設けます｡また､日常的に相談活動

を行います。

◇相談室登校の併用

生徒一人一人の状況に応じて､教室て蟻過ごすのがきついときなど､柔軟に対応します｡相談支援パートナー

やスクールカウンセラーと連携をとりながら､寄り添う支援を行います。

◇生活のきまりの見直し

変化の激しい現在の状況に応じた対応を心掛け､「人間尊重｣と｢ジエンダー平等｣の観点から校則を見直し

ます｡また､生徒と共に学校生活を考える機会を設けることて．､生徒自ら自分たちの生活を見直し続けるように

していきます。

◇定例の｢いじめ防止委員会｣の開催

IO年間行事

知･徳･体のバランスのとれた｢生きる力｣を育むため､実施時期や各行事と行事の間隔､学習

面と文化的な活動のバランスを考えて計画しています｡また、 「去年がこうだったから今年も」

ということて鵠はなく､PDCAサイクルの効果的な運用を心掛けます｡年度途中て、も柔軟に対応

していく予定ですのて犠､お気付きの点があれば､遠慮なく学校へお知らせください。

学校HP

鵜




















